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昭和 41年秋田県内に於て検出した

赤痢菌の薬剤耐性について

細菌病理科 茂 木 武 雄

まえがき

秋田県内に於て分離 Lた赤痢菌の Dlhydro-

streptomyoln, Ohloramphenlool, 

Tetraoyollneに対する耐性度については．

毎年秋田県衛生科学研究所報にて報告しているが

昭和4,1年分離した赤痢菌については．更に 1薬

剤Kanamyolnを加え． 4種薬剤について耐性

試験を実施Lたので．その結果を報告する。

II 赤痢菌菌型，供試菌株
及び使用薬剤

(1) 赤痢菌i菌型

昭和4,1年 (1月～ 12月）に．県内各保健所

及び協会に於て分離Lた赤痢菌は第 1表のとおり

合計 86 7株で．菌型別にみた場合．集団発生時

に分離された菌型のこともあって Sh.sonne1 

が圧倒的に多く 88 9株で．全検出菌株の 93. 4 

％を占めていた。

次l:tSh. fl exner12aの 20株で． 5.4 5 % 

をしめていたが．他の菌型 (Sh. f ~exner1

la. 2a. 8a.V.nはいづれも 1％以下であっ

た。．

施設別にみた場合は．集団発生のあった管内保

健所である湯沢．能代．横手．秋田．花輪が多い。

第1表 昭和 41年 (1月～ 12月），衛生科学研究所，保健所

及び協会に於て分離した赤痢菌菌型成績
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註 秋田．能代．花輪．横手，湯沢保健所の菌株数は．赤痢集団発生時に分離Lた赤痢菌（ ）内菌株
数を含む。
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(2) 供試菌株：，

昭和4,l年の分離赤痢菌0ヽ うち．集団発生時の

分離株を除く（昭和 4l年集団発生時に検出したし

赤痢菌の薬剤耐性度については，秋田県衛生科学

研究所報第 ll輯に掲載Lた。）一般依頼及び行

政J:0)保菌者検査で分離Lた第 2表の 9 7株csし

flexner11a-1株． 2a-1  7株． 2b-2 

株． 8a-8 株． v.y— 2 株． S h. ・sonnell-

7 2株）を用いた。

第2表 試験に供した赤痢菌
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(3) 使 用 薬 ↓剤

抗生物質と Lては次0)4種を用いた。

(i) D lhy;d uo s~ t r e・p t om・yo 1 n: Su¥l. fate 

... CO K(K製品（以下 8Mと記す。）

{ii) Ohloramphen1col Powder-CS) 

KK製品（以下 OMと記す。）

OiD Tetraoyoltne HydroohlOrlde 

Orystalllne Powder-(N) KK  

製品（以下TOと記す。）

~VJ Kanamycln Sulfate-CS) K K  

製品（以下 KMと記すn)

圃検査方法

使用薬剤を減菌蒸涸水で溶解し． Heart ln--

fuslun寒天培地を用いて寒天乎板稀釈法によ

り実施Lた。判定は， 3t℃ ,2 0~  2 4時間培

養後肉眼的に赤痢菌の発育を認めたものを耐性

「＋」と Lたn

IV 検査成績

耐性試験の結果に第 8表のとおりで．供試菌97

株のうち． SMには 59株（!I0.8%), OMには同

じく 59株 (60.8%) • TCには 58株(59.8%)

が 1o o r/2J.濃度に耐性を示しているが． KMに

於ては． 1o o r,AD,R,濃度に対しては勿論のこと．

1呂．5r./4,l,濃度以上に対しての耐性菌は認められ

なかつた。

10orん仕濃度に於ける使用薬剤 8種， 2種．

及び 1種に耐性を示すものをみると．第 4表のと

おりで， SM,OM,TCの 8種薬剤に耐性を示すも

のは 5 7株(58.8%), 2種薬剤に対しては．SM

O Mの 1株 Cl.08%) と． OM.TOの 1株（1.08 

％）で合計 2株(l!.06%).1植薬剤のみに1x.SM

のみで 1株（1.08%) であった＾なお；供試菌911

株のうち． lO Or,パ吐濃度の SM.OM.TOのいづ

れかに耐性を示 Lた赤痢菌は 6 0株で 61.9％を占

めていた。

菌型別9こみた場合． Sh.flexner12aに於

ては．供試菌 l7株とも， KMは勿論のこと． SM

OM, TOの lO O 7,;ful.濃度に対する耐性株は認め

られず．一方 Sh.Sonne1:1に於ては，供試菌

7 2株中 56株('17.8%l{itSM. OM. TOのいづれ

かの薬剤に 1o or/2J.濃度耐性であり， Lかも．

そのうちの 54,株 c'15.0％ー供試菌'12株中）は

SM, OM. TOS種薬剤 C10orA吐）濃度）に耐性

であった。その他は供試菌株は少いが． Sh.fl-

exner11a-1株． 2b-l株， 8a-2株の

loorA斗濃廊に対す9る耐性菌があった。，．
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第3表 昭和 41年分離赤痢菌の抗生物質に対する耐性検査成績 ← 9:  i ． 一臼;;'e\s~囀
薬 剤 SM  OM  

菌 型 ぶ 100 5 0 25 l ll.5 6.2 5 8. 125 1.5 6 0.7 8 0.8 9 小計 100 50126 ll!.-li 6.25 • 8.1211 ・1.56 O.IJE 0.8 9: 小計

s h. flexner.l 1a. 1 1 
I 

1 1 l 

＂ 
II 2a 1 7 1 7 1 7 7 8 l!!c¥ 

’’ ＂ 2b 2 l 1 2 l 1 2' 

II 
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第4表 3種薬剤・ 2種薬剤及び 1種薬剤耐性赤痢菌

菌株数 (1O O r/m.L) 

8 種 2 種 l 種
薬 剤 -, -

SM•OM•TO 8MOM BMゲ0 OM:ro s・,M e M TO 計

し醤i 型 T#  l O 0 l O 0 l O 0 100 1 0 0 l O 0 100 
菌株数

Sh.flexnerlla l 1 1 

II 

＂ 2a l 7 

＂ ＂ 2b 2 1 l 

,, 

＂ 8 a 3 1 l 2 

II 

“ V.Y 2 

Sh..s onne 1 7 2 
5 4, 

1 
5 6 

l 
(7 5.0%) l 07.8%) 

計 9? 5 7 l 1 l 6 0 

耐 性 率 （％） 5 8.8 1.0 3 1.0 3 1.0 3 tl 1.9 

V まとめ及びむすび

昭和 4l年分離赤痢菌で，集団発生時の菌株を

除いた 97株について耐性試験を実施した結果，

所謂耐性菌と思ゎれている 1o o r,,mi,濃度耐性を

示す赤痢菌は ,SM,OMには夫々 5g株 (60.8%) 

づ Lあり． TO・には 5 8株 (59. 8%) あって・昭

和 40年分離菌株 (SM-35.1 % • 0 M-5 3.2%, TO 

-5 ~-1%) より高率になっていること， SM,OM,

To(l) 3種薬剤に対する 1o or /m£ 濃度耐性面

に於ても昭和 4 l年は 57株．へ(58.8%) で昭和40

年 (84.0%) より高率になつていること，又，同

濃度のいづれかに耐性を示す赤痢菌は，昭和 4l 

年は 60株 C61.9%)あったが．昭和 40年は．

5 3. 2％で．総じて昭和 4l年の耐性株数が lO 0 

r/m須度に対し昭和 40年耐性株数より高率に

なつていることに注目 Lたい。なお， KMに対す

る耐性度をみるぺく，今回から同薬剤を加え耐性

試験を実施した(l)であるが，同薬剤に対する 100

r/fni.濃度耐性菌は勿論のこと． 1i.5 r/2必濃度

以上の耐性菌は認められず •KM に対しての高濃

度耐性菌は秋田県内にまだ出現Lていないと考え

られる。

菌型別にみた場合． Sh.flexnerl2a 11. 

供試菌 17株とも KMは勿論． SM,OM, TOに対

する 1o or/i吐濃度の耐性菌は認められなかった

が， Sh.Sonne!に於ては．供試菌 72株中56

株 (77.8%) が SM,OM,TOーのいづれかに耐性で

あり， SM,OM,TOの 8種薬剤に対しては 54,株

(7 5.0%) が耐性であって．いづれも昭和4,0年

分離菌株の 61.6%, 3 7.0％より高率である。
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